
※この掲載内容は、平成３１年（2019年）４月時点の内容です。

開発行為や建築に関する緑化協議、保存樹木制度の運用、花苗の配布、緑のじゅうたんの管理

業務委託の設計・積算・監督など、緑地の保全や緑化の推進に係る業務に従事しています。

私が担当している業務は、緑地の保全や緑化の推進に係る業務です。自治会等への花苗の配布か

ら、緑のじゅうたんの管理、緑化協議など、広い範囲で熊本市の緑地行政に関われることは魅力

であり、やりがいです。

相談やフォローがし合える温かい雰囲気です。また環境共生課は、事務職・土木職・獣医師・化

学職・造園職といった様々な職種が所属しており、違う職種の職員と仕事をすることで、いろん

な分野の知識や視点を知ることができ、参考になります。

熊本市の造園分野は過渡期にあり、都市緑化フェアに関係する事業などといった、様々な仕事に

関われる機会（チャンス）があると考えています。この機会を一緒に乗り越えていきませんか。

熊本市職員として一緒に働けることを楽しみにしています。
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≪ある一日の業務スケジュール≫

8：30 始業、課内スケジュール確認
9：00～ 緑化協議申請書類受付・協議

10：30～ 緑のじゅうたん管理委託業者との打ち合わせ
12：00～ 昼休憩
13：00～ 保存樹木の現地立会い
15：30～ 現地立会いの記録作成、保存樹木助成書類処理
17：15 終業

熊本市職員を志望した理由

大学や大学院生活を通じて、公園緑地をはじめとする緑を対象に、まちづくりに関わりたいと思

いました。そのなかで、制度や条例や基本計画を策定し実行していくことや、とりまとめをする

のは行政だと考えたことがきっかけです。

また、行政のなかで政令市は、国や県、市民といった様々な主体と仕事ができ、実際に施策を進

めるために必要なバランス感覚が得られると思いますし、熊本市の造園職が少ないなか、造園を

専攻している自分の知識が活かせるのではないかと考え、志望しました。


